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学校教育
実践分野

川　前　あゆみ
境　　　智　洋

教師になろう！
～へき地・小規模校教育の魅力～

403 体験授業では、全国的な学校の小規模化が進む中で、へき地・小規模校の
教育活動の魅力について皆さんと一緒に考えていきます。

家庭科教育
実践分野

土　岐　圭　佑 初等家庭科教育法 502
大学2年生が受講する科目「初等家庭科教育法」の一部を行います。
1947年に誕生した家庭科が，どのような過程を経て現在のような男女共修となったの
か，その軌跡をたどります。高校生の皆さんの家庭科に対するとらえ方が広がれば幸い
です。

発達教育
実践分野

田　中　雅　子 「発達障害」って、何だろう？ 503

小・中学生の約11人に１人の割合で「発達障害」の可能性がある子どもがいると言
われています。「漢字がなかなか覚えられない」「じっと座っていられない」などの困
難を抱えているのですが、「なまけているだけじゃない？」「わがままなんだよ」と誤
解されてしまうこともあります。この授業では、「発達障害」の子どもたちの気持ちを
疑似的に体験します。体験を通して「教師」にとって必要な「発達障害」の理解に一歩
近づいてみましょう。

学校教育
実践分野

川　前　あゆみ
境　　　智　洋

教師になろう！
～へき地・小規模校教育の魅力～

403 体験授業では、全国的な学校の小規模化が進む中で、へき地・小規模校の
教育活動の魅力について皆さんと一緒に考えていきます。

地域環境教
育実践分野

宮　前　耕　史
持続可能な地域づくりと学校

―浦幌民泊発表会
503

子どもたちを「持続可能な社会の創り手」として養い育むことで、持続可能性の実現に
貢献していく学校教育の役割にあらためて大きな期待が寄せられています。とりわけ過
疎化が進行する農山漁村において、地域の魅力や価値を正しく理解し、子どもたちに伝
えていくことのできる教員の養成は、地域の持続可能性の実現に直結する大きな問題で
す。地域環境教育実践分野の2年生が十勝郡浦幌町で行った「浦幌民泊体験」（ホームス
テイ）の学びの成果を発表します。
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